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最近の土壌水分観測に関する主な衛星

目的

@AMSR-Eの最新アルゴリズム（Koike5.53 ver.) 

の検証

⑨ AMSR-E土壌水分プロダクト（ver.6.0）の評価
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背景

0地球規模での気候変動研究および水・エネルギー循環
研究には衛星リモートセンシングが有効

0 2002年5月にAMSR-E(AdvancedMicrowave Scanning 

Radiometer for EOS）搭載の衛星AQUA(E0S-PM1）が打

ち上げられ、現在も順調に稼働している。

0 2009年以降も土壌水分測定の衛星の打ち上げが予定

されている。
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AMSR・Eの仕様

植生層放射伝達モデル

放射伝達方程式
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九＝exp(-rc）・ E，・T,+ [1-(J)cl[l -exp（ーrc)]Tc ＋鋼生膚の反対項）

九・マイクロ波放射線度温度｛衛星で観測｝

r，：練生届の光学的感さ（測定周波数波長と植物水分量の関数）

E，：：士縫放射皐｛十纏水分に依存｝

え：地理壁画土犠温度

叫： ；単一散乱アノレペ ド（＝Oと仮定）

T，：植生属物理温度

上式右辺第1項：績金属による地表面放射消費k

上式右辺第Z項： d生局8体からの上肉き欽射



e = 1-r 
高周波数 小，e→大

低周波数 大， e→小

ISWIま土寝水分が多いほど大きくなる
（了：F白血d電力係数（組度の髭響を受けている）

ISWとPIの二つの指標について

Index of Soil We旬開（土犠水分指標）：ISW

!SW Tb,-Tb1 一
一足（問＋昂J)

i > j；周波数

土壌水分アルゴリズム

使用周波数低： 6GHzH鋪波
高： 37GHzH偏波

(r:Fresnel電力係数（租度の彫容を受けている）

Polarization Index（傷波指標）：PI 

線地でlま輝度温度はV偏波の方がH偏波より..い
組主主が虫歯えると差lま小さくなる

Tb = ex T f軍度温度＝放射司EX物理温度

植生が多いほどPIii小さくなる

使用価波 18GHzH.V鋪波

Tb,, -7るU

Pl= ' " 
Yi (Tby + TbH) 

V,H；偏j皮

AMSR-E放射輝度温度データ

｜廿｜
巳＂［1表」占｜算定され叩 温 i

旧アルゴリズムとの相違点
ルックアップテーブル（適用条件：体積土犠水分60%、縞物水分量2.0kg/m2以下）
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〆植生層の反射を考慮

./ 0.05度グリッド・8日間隔平均の植被率（え）データセット
の改良（え＝［ (NDVト NDVlmin)/(NDVlmax-NDV!min)]2, 

max：え＝100,min ：裸地， Terra/AQUA MODIS 

Vegetation Indicesを利用）
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./ J'erra/AQUA MODIS Vegetation Indicesの植生指標EVIが
0.5を超える場合は土壌水分推定を行わない。
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TRIME-ITキャリプレーション結果

牢絶対誤差（水分量40%)

平均1.8%、最大4.6%

事器差（水分量40%)

土3.2%
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衛星観測．地上検誼データ比較
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地上検証のためのデータ
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vwc＿：面積水分量償〉

SM，：地点sにおける土媛水分似）

n：データの得られているステーションの鍬

vwc 
，，，.・a

n PBTS +P，即 ＋PDRS＋九IGS
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ι．．面積降水量。開｝

Ps：絶点sにおける降水飯田m)

n：データの符られているRテーションの敏

・地上検証の際、観測データ
を空間的に平均して捉える
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モンゴル国とその周辺のAMSR-E土壌水分推定

(Koike ver. 5.33) モンゴル国とその周辺のAMSR-E土壌水分推定
( Koike ver. 4) 
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衛星推定本分分布図（よ盟｝．地上観測水分分布図（下回）
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NAMHEMデータによるAMSR-E土壌水分

プロダクト（ver.6）の評価

おわりに

〆AMSR-E土壌水分アルゴリズム（Koike
Vぽ .5.33）の検証は良好で、あった。

〆広域土壌水分としてのAMSR-E土壌水分プロ

ダクト（ver.6）の評価は高い。
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